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資 料

熟 達者の 点字読 みに お ける手の 使 い 方 に 関す る研 究

　　一 画像解析 に よる非読書時間 と同時読み の検討一

牟 田口 辰己

　点字読 み熟達者 36 人 の 点字読み にお け る 行移 し動作 に よ っ て 生 じ る 非読書時間 を

分析 した 結果 、 全体時間 （60秒）に対する割合 は 10％ を超 えて い た 。 片手読み 1 行あ

た り非読書時 間の 平均値は、利 き手が 0．63秒、非利き手が 0．52秒で 、有意差 はなか っ

た が、読速度の 速 い 手の 0．41秒 に対 して 遅い 手は 0．74秒 で 、 その 差は 有意で あ っ た 。

両 手読み で は 0．24秒 とな り、読 速度の 速 い 手に比 べ た 平均 減少率 は 38．5％ で あ っ た 。

さ らに行頭 を左 手 、 行 中程 を両手併行、行末を右手で読む両手活用型 （22人）の 両手

読 み 1行あた り非読書時間の 平均値 は O．16秒、そ の
一
部 しか観察 され ない 非両手活用

型 （14人 ）は 0．38秒 で その 差は有意で あ っ た 。 また、右手が 行末を読む間に左手が次

の 行頭 を読み始め る 「同時読み」は、両手活用型の 対象者だけに観察 され た 。 その 1

行 あた り時 間は左手型の 0．62秒に対 して右手型が 4．12秒 と有意 に長か っ た が 、 両手の

利得との相関は なか っ た 。
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1．は じめに

　点字読み に関す る研 究は 、 点字が 指先で 触 っ

て 読む 文字で ある こ とか ら、 晴眼者の 文字 と比

較す る と 3 倍か ら 4倍の時問を必要 とし（佐藤，

1984）、 い か に し て 読速度を速 くす る かに 焦点

が 絞 られて きた 。 その ア プ ロ ーチ の 1 つ に、「両

手を使っ て 読む 時の 効率 的な手 の 使 い 方 とは何

か」がある （Harley ，
　Henderson，＆ Truan， 1979）。

　点字読 書時 の 行 間運 動 を研 究 した Kusajima

（1974）は そ の パ タ ー ン を 6 つ に大別 した 。 そ

の 6番 目に取 り上げた、左手が行頭 部分 を読み 、

行 の 後半 は 右手だ けで読み 進 め、その 間に 左

手 は次 の 行頭 を探る 読み 方が最 も効 率的 で あ

り、こ の 読み方 に は右手が前の 行の 終わ りをま

だ読 ん で い る 問に 、 左手は次の 行を読み 始 め

広島大学大 学 院教 育 学 研 究 科

る とい う 「同時読 み」が観察 された こ とを多 く

の 研究者が 指摘 して い る （Bertelson，　Mousty ，＆

D ’Alimonte ，1985；Millar，
1987；Foulke，1991；

Davidson
，
　Appelle，＆ Haber， 1992；黒川 ，

1987；木

塚 ，
1999）。 我が 国の 点字指導書 （文部科学省 ，

2003）で もこ の 方法が 望 ましい 読 み方で ある と

して こ れ を推 奨 して い る。ただ し、こ こ で い う

「効果的 な使 い 方」とは、 単に左右の 手 を分割

して使 用 する こ とだ け を指 して い る の で は な

い 。 両手 を分割す る こ とに よ り、行移 し動作 に

よ っ て生 じる ロ ス タ イム を減少させ 、そ の 成果

と して 両手読み に よる読速度が片手読速度を上

回る こ とが重要で ある 。 い わゆ る 「両手の 利得」

で ある （Mousty ＆ Bertelson，　1985）。

　筆者 （1999）は熟達者を対象と した読速度の

検討か ら、 よ り大 きな両手の 利得を生み 出すた

めには片手読速度の 左右差が小 さ い こ とが 必 要

条件で ある こ と、さらに遅い 手の 読速度が速 い
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手読速 度 の 50％ 以 上 で あれ ば利得 は大 き く現

れ 、 左右差が これ よ り大 きくなる と利得は逆に

小 さ くなる こ とを報告 した 。 こ の 効率的な両手

の使い 方 と両手の 利得の 関係 を解明す る には両

手 の 軌 跡 を 分 析す る 必 要 が あ る （Mousty ＆

Bertelson，1985）。 そこ で熟達者 の 軌跡を検討 し

た結果、行頭を読む 「左手読み 」、行の 中程を

読む 「両手併行」、 行 末 を読む 「右 手読み 」の

3 つ が観察 され る両手活用 型 と、その
一

部 しか

観察され ない 非両手活用型 に大 別で きる こ と 、

さらに両手活用型は非両手活用型に 比 べ て 左右

の 片手読速度の 差が有意 に小 さ く、 両手読 み に

よる利得 は有意に大 きい こ とが示 された （牟 田

口 ， 2012）o

　そ こ で本研究は牟田 口 （2012）の 研 究を さら

に進め て 、 「効率的な両手読み」を考察する ため、

行移 し動作 に よ っ て 生 じる ロ ス タ イム （以下 ，

非読書時間）と同時読み につ い て 、以下 の 事項

を明 らかにする こ とを 目的 とした。

　 1 ．利 き手 （通常 の ラ テ ラ リテ ィ ，
い わ ゆ る

利 き手）とその 逆の 手 （以下 ， 非利 き手）の 片手

読み に要 した非読書時間を比較 し、 利 き手 との

関連を検討する 。 さらに両手を使用する こ とに

よ り、 片手読み と比 べ て どの 程度非読書時間が

減少す る かを明 らか にす る 。

　 2．両手読み に おけ る右手が前の 行の 終わ り

をまだ読ん で い る問に左手が 次の 行 を読み 始め

る 「同時読み 」 の 有無 とそ の 時間を検討す る 。

1．方法

　 1．対象者

　対象者は、1分 間の 読 速度が 351文字 以上 を

記録 した男性 22人 、 女性 14人 、 計 36人 で 、 調

査実施時 の 平均年齢は 39．0歳 （SD − 13．6）、 最高

齢は 62歳、最年少 は 15歳 で あ っ た 。 また 日常

の 利 き手 は 、 右手 が 35人 （97．2％）、 左 手 が 1

人 （2，8％）で、全員が盲学校小学部 1年時か ら

点字を使用 して い た 。 なお 、 読速 度 の 測 定 は

1997年 ll 月か ら 2011年 3 月ま で に 実施 した も

の で，これ ら の 対象者 は牟田口 （2012）に報告

した もの と同
一

で ある 。

　 2．点字読速度 に 関する対象者 のプロ フ ィ
ー

　 　ル

　（1）点字読速度の 測定 ：対象者 に 、 両手読み

と右手 と左手に よる片手読み の 3 つ の 方法に よ

り、で きるだ け速 く課題 文を音読する ように指

示 し、1 分後 に 「止め」 の 合 図で音 読 を中止 さ

せ た 。こ の 方法に よ り、そ れ ぞ れ の 読み方の 1

分 間の 正読文字 数 （音節数）を測 定 した 。 両 手

読み で は、1行 目の最初 の 文字列に両手を置か

せ たが 、 その 後は対象者が 日常点字 を読 ん で い

る手 の使 い 方で 読むように教示 した 。 片手読み

で は 、 指示 され た片手の み を使うよ うに制限 し、

他方 の 手は紙押 さえに使用 させ た。

　課題 文は、1997年 5 月 、 毎 日新聞朝刊 に 掲

載 された紀行文か ら引用 した 。 こ れをパ ソ コ ン

点訳 し、点字プリ ン タ （New 　ESA 　721， ジ ェ イ ・

テ ィ
ー ・ア

ー
ル 製）に よ り、 B5 版 の 点字用紙

に 1 行32文字 ・1 ペ ージ 18行の レ イ ア ウ トで

両面印刷 した。なお 、課題文は同一筆者に よる

連載記事か ら両手読み 、 片手読み 用 に 3種類作

成 したが 、 それぞれの 出現単語等の難易度に関

す る詳細 な検討は実施 して い ない 。

　以 上 の 条件によ る読書場面を 、 固定 した ビデ

オ カ メ ラ （SDR −SR12お よ び CCD −TR2000 ，
い ず

れ もSONY 製）で対象者正面上方か ら記録した 。

　 （2）点字 を読 む手の タイプと手の 使 い 方の 分

類 ；得 られた右 手 と左手に よる 1 分間の 読速度

か ら 、 点字 を読む手の タイプ （以 下 ， 手の タイ

プ）を分類するため に、片手読み の 左右差の 程

度 を相 対的 に 示す指標で ある RLHS （Relative

Left　Handed 　Superiority，　Mousty ＆ Bertelson，

1985）を算 出 した 。 こ れは 、 左 手読速度か ら右

手読速度 を減 じ、その数値を遅 い 手の 読速度で

除 して 得 られ る値であ る 。
こ の 値が 0．2 を超 え

た もの を左 手型 （以下 ， L 型）、
− 0．2 よ り小 さ

い もの を右手型 （以 下，R 型）、 ±0．2以 内を両手

型 （以下，B 型）と定義 して 分類 した結果 、
　 L 型

は 16人 （44．5％）、 R 型 は 17人 （47．2％）、　 B 型 は

3 人 （8．3％） となっ た 。 また、両手読み と速い

手 に よる片手の 読速度 を比較す るため 、片手読

み に 対 す る 両 手 読速 度の 増減 の 割合 を 示 す
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R2HG （Relative　Two ・Handed 　Gain，　Mousty ＆

Bertelson
，
1985）を算出した 。 これ は 、 両手読速

度か ら速い 手の 読速度を減 じ、 その 値 を速 い 手

の 読速度で 除して得 られ る値で、両手読み に よ

る 利得を意味す る。 さ らに 、 対象者の 両手読み

の ビデ オ画像か ら手の使い 方を両手活用型 と非

両手活 用型 に分 類 した 。 36人 の うち 、 両手活

用型 に は B 型 3人全員 （100％）、R．型 17人中 14

人 （82．4％）、 L 型 16人 中 5 人 （3L3 ％）が 含 ま

れ 、 こ れ に対 して非両手活用型に は 、 R 型 3 人

（17．6％） とL 型 ll人 （68．7％）が 含 ま れ た 。

Table　1に、対象者の 両手読速度と左右 の 片手読

速度、RLHS とR2HG に つ い て 、手の タイプ別

にそれぞれの 平均 と標準偏差 を示 した 。

　 3．画像解析の方法

　（1）使用 ソ フ ト ：対象者の 両手読み と片手読

み か ら得 られたビデ オ画像 を、 動画編集 ソ フ ト

（Adobe 　Premiere　Elements　9，
　Adobe 製）に取 り込

み 、 1秒 30 コ マ の 速度で 再生 した 。 コ マ 数か ら

秒へ の 換算には エ ク セ ル （Excel　2011　for　Mac ，

Microsofi製）を用い た 。

　 （2）解析項目 ：読書時間と非読書時間 を以 下

の 通 りに定義 し、 それぞれの 測定方法 を示 した 。

　 1）片手読みに よる読書 時間 ：1行 目行頭 に

置い た人差し指が動 き始め る コ マ か ら点字文字

列を右方 にた ど り、 行末で停留して 次行 に逆行

し始め る直前の コ マ まで を秒に 換算 し、こ れ を

1 行目の 読書時 間と した 。 2 行目以 降 も同様に、

人差 し指が行頭 を動 き始める コ マ か ら行末で停

留 して次行に逆行 し始め る直前の コ マ まで の 時

間 と した 。 なお 、 読み直 しに要 した 時間は指が

逆行する時 間を含め て 、 また行末 と行頭で文字

列か らはみ 出した時間は い ずれ も読書時間 と し

て処理 した。

　 2 ）片手読み に よる非読書時間 ：片手読みで

は行移 し動作 中の 時 間 （行移時間）が非読書時

間となる 。 こ れ は、読み に用 い る人差 し指が行

末で 逆行 し始め る最初 の コ マ か ら、行頭に移動

し停留 した 後 、 右方へ 動 き始 め る直前の コ マ ま

で の 時 間 とした 。 また、課題文を裏面 まで 読み

進めた場合 、表面か ら裏面 へ 裏返す時 間 （以下，

裏返 し時間）を測定 した 。 1 行 あた り非読書時

Table 　1　手の タ イ プ 別 に み た対象者 の 点字読速 度 に 関す る プ ロ フ ィ
ー

ル

対象者
両手読速度　　右手読速度　　左手読速度

　 （文 字 ）　　　 （文字）　　　 （文字）
RLHS R2HG

B 型
（3人〉

両手活用型

　 （3人〉

Mean 494．0 353．0 348，7 0．00 O，42

SD 110．6 123．8 11ユ．8 0．06 0，14

両手活用型

　（14人）

Mean 451．9 383，0 248．9 一〇．55 0．18

R 型

（17人 ）

SD 73．1 55，4 37．0 0．21 O．05

非両 手活用 型　　 Mean

　 （3人）
　 　 　 　 　 　 　 SD

390．0 355．7 163．0 ・1，25 0．10

25．7 32ユ 27，0 0．48 0．06

両 手活 用 型

　 （5人 ）

Mean 410，0 229，2 366，2 0，64 0．12

L 型

（16人）

SD 36．8 43．3 24，7 0．25 0．10

非両 手活用 型　　 Mean

　 （11人 ）
　 　 　 　 　 　 　 SD

395．2 115，8 381ユ 3，34 0．04

405 57，3 49．8 2，38 0．05

1）B は両手 型 （IRLHSI≦0．2），　R は 右 手型 （RLHS ＜ ・0．2），　L は左 手型 （RLHS ＞ 0．2） を 示す ．

2）両 手活用 型 とは，1行に 左手，両 手併行，右手 の 三 つ の 読み 方が現 れ る 型，非両手活用型 とは，その
一

部しか 現れ ない 型 ．

3＞RLHS ＝（左手読速 度一右手読速度）〆遅 い 手の 読速度

4）R2HG ≡（両 手読速度 一速 い 手 の 読 速度）／速い 手の 読速度
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間は 、 表面の 非読書時間の 総計 を読ん だ行数で

除 し て 求め た。そ し て 得られた 1行あた りの 非

読書 時間に つ い て 、 利 き手と非利 き手 、 読速度

の 速 い 手 と遅 い 手の 2 つ の視 点か ら分析 した 。

　 3）両手読み に よる読書時間 ： 1行目は、両

手 を揃 えて 右方 に動 き始め 、 左手が停止 した最

初 の コ マ まで の 時 間を 「両手並 行」、 次の コ マ

か ら右手が行末で 停止 して 逆行す る直前の コ マ

まで の 時 間を「右手の み」と した 。 2行 目以降は、

左 手が行頭を動 き始め た コ マ か ら、逆行 して き

た右手 と接触 して 両手並行で 右方 へ 動 き始め る

直前の コ マ まで の 時間 を 「左 手の み 」 とした 。

さ らに、右手が行末を読み 終える以 前に左手が

行頭を動 き始 めた場合、左 手が右方へ 動き始め

た コ マ か ら右手が行末で停止 して 逆行する直前

の コ マ ま で の 時間を 「同時読み 」 と した 。

　 4 ）両手読 み に よる非読書時 間 ：両手読 みの

場合は対象者の 点字を読 む手の 使 い 方で その 時

間は異なる 。 両手読み条件 で あ っ て も、一方 の

手 しか読み に用 い な い 場合は、片手読み と同様

に行移時間が 非読書時間 となる 。 ほ とん ど の 対

象者は、行頭 を左手 、 行 中程 は両手併行 、 行末

は右手を使用 し て お り、 こ の 場合の 非読書時間

は、制限時間の 60秒 か ら上 記 3）の 読書時間を

差 し引 い た時 間となる 。 例 えば全て の 行 にお い

て 、 右手が行末を読み終 えた と同時に左手が次

の行を読み始め た場合は 、非読書時問は 0秒 で

ある 。
こ こ で も片手読み と比較す るた め 、 表面

の み の デ ータか ら 1 行あた り非読書時間を求め

た。 さ らに、速 い 手の 非読書時間に対す る 減少

率 （（速 い 手の 非読書時 間一両手の 非読書時間）1

速い 手の 非読書時 間）を求めて両者 を比較 した 。

また裏面 まで読み進めた場合 は、裏返 し時間を

算出した 。

　 5 ＞デ
ー

タ の信頼性 ：デ ータ の 解析は 2 人で

行 っ た。1 人 が 上記 の 方法で 各時間を定量化 し

た の ち 、 もう 1人が画像 と対照 して確認 した 。

不
一

致 の 箇所 は合議の 上 、 再度検討 して それ ぞ

れ の 時間を特 定したが 、

一致度 に よ る検討は実

施 して い ない 。

皿．結果

　対象者を両手活用型、非両手活用型 に分類 し、

両手読み と速い 手に よ る片手読み の 分析結果を

Table　2 に示 した 。 両手読みで は 、 左手の み 、 両

手並行、右手のみ 、さ らに同時読み の合計が読

書時 間で あ り、 非読書 時 間は 60秒か ら読書時

間を差 し引 い た時間で 、 裏返 し時間が含まれ て

い る。

　 1．読み 方別に 見た非読書時間

　（1）非読書時間 とそ の 割合 ：全 対象者36人

の 片手読 み非読書時 間の 総計 を測定 した結果 、

利 き手 の 平均値 は 6．62秒 （SD＝234）に対 して

非利 き手は 7．76秒 （SD ＝ 1．92）、 速 い 手の 8．17秒

（SD ＝1．76）に 対 して 遅 い 手は 6．20秒 （SD ≡2．19）

で あ り、制 限時間の 60秒 に対 す る割合 は、そ

れ ぞれ 11．0％ 、 12．9％ 、13．6％ 、10．3％ を示 した 。

両手読み非読書時 間は 6，41秒 （SD − 2．59）で 、 そ

の 割合 は 10．7％ とな り、 い ずれ の 読み方 も10％

を超 えて い た。また両手読み で は全員が 裏面 ま

で 読み進 め て お り、裏返 し時間の 平均値 は 1．62

秒 （SD−0．41）で あ っ た 。 速 い 手 に よる片手読み

で は 359文字以上 を読ん だ 20人が 、また 遅 い 手

で は B1 の み が裏面 ま で 読み進 め て い た 。

　 （2）利 き手 と非利 き手 に よる非読書時 間の 比

較 ：利 き手 （右手 35 人，R17 の み 左手）に よ る

1行あた り非読書時間の 平均値は 0．63秒 （SD −

O．39）に対 して非利 き手は 0．52秒 （SD ＝0．17）で

あ っ た 。 利 き手の 非読書時間が 大 きか っ た が 、

対応 の あ る t検定 の 結果、両者 に有意差は な

か っ た （両側検定 ；t（35）≡1，40， p＞．10）。 そ こ で 、

利 き手 ・非利 き手別に片手読速度 との 関係を見

た （Fig，1）。 こ こで は、非読書時間 （秒）を対数

変換して示 した。■は利 き手 、 口は非利 き手 の

非読書時 間を 、 図 中の 斜 線は回帰直線 を表す 。

利 き手 の 非 読 書時 間 と読 速 度 の 相関係数 は

r＝一，83と強 い 負 の 相関 （F （1，
34）＝77．84

， p＜ ．01）

が、また 非利 き手で は r＝一．69 と中程度 の 負の 相

関 （F （1，34）＝31．37，
　p＜ ．Ol）がみ られた 。 利 き手

の 非読書時間が 最も小さか っ た の は R 型 の 対象

者 2 名の 0．27秒 で あ っ た。こ の うち両手活用型

で ある 1 人の 読速度は 547文字 と全対象者の 最
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Table　2 両手読 み と速 い 手 に よる 片手読 み の 分析結果

両 手読 み （sec ） 速 い 手 （sec ）

対象 者 1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旨 1

．．
あ た り

左手の み 　 両手並行 　右 T・の み 　 同時 読み 　 読書時間　非 読 書時聞 襲返 し時 間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非．続書時間

誠少 率
1

：読書時間
1

　　　　　　　 Lh
．
あた り

非 読書 時 間
　　　　　　　非読書時間

全 対 象者

〔36人）

M ：　 12．71 　　 23．02 　　　15．95 53．596 ．411 ．620 ．2438 ．5％1　51．838 、17D ．41

SD　　l4．32　　　13．99　　　14．53 2．592 ．59O ．410 ．1436 ．4％：　　1、761 ．76  ．08
　　’
BII　 7．00 　　 27．20 　　 20．27　　1

1．57 　　 56．D33 ．97o ．93O ．09
　　　　し
77，7％・　49．37　　　　1

lo．630 ．40

B2：　16．10　　　15、53　　 22、704 ．07　　　58．401 ．60L600 、OO100 ，0％：　53，206 ．800 ．42
　　コ
B3 ・　 4．63　　 36．50　　 11．37　　1

2．43　　 54．935 ．e71 ．930 ．1181 ．9％：　53．30　　　　　1 6、70O ．61
　　　
Rl ：　　1．90 　　21、07 　　23．807 ．63 　　 54、405 、600 ．700 、17

　 　 　 　 　　

35・7i　3　51・009 ．OO0 、27

R2　 　6，679 ．93　　 32．305 ．80　　 54．705 ．301 ．90O ．1167 ．6％　　　51．　538 ，470 、34
　　　
R31　 5，97　　1

7．43 　　 36．504 ．83 　　 54．735 ．271 ，970 ．14
　　　　　　
65．9％1　5Ll3　　　　　1 8，87o ，41

R4 ：　 7．　IO　　18．70　　24．904 ．43　　 55．134 、872 ．13O ．11
　　　　　　
78．眺 1

　49．70　　　　　1 10．30o ．50

R5 ：　　8，03 　　 23．80 　　21、273 ．07 　　　56，173 ，83 上．630 ，108G ．9％　　49．47lO ，53o ．52

両

手

活

用
型

却旧

　　　
R61　　8，　 IO　　23，57　　 22、50　　1

3．57　　 57．732 ．271 ．23o ，04
　　　　　　
92，2％1　49．53　　　　　1

且0．47o ．51

R7：　 6．60　　13、  0　　26．279 ．33　　 55，204 ，801 ．430 ，1957 ．0％！　52．93 了．07o ，44

R83　 7，60　　25．77 　　20、833 ．67 　　　57．872 ，131 ．430 ，0392 ，0％：　52．OD　　　　　卩 8，000 ．37
　　　
R9 ：

4・078 ．33　　 38，332 ，43　　53，176 ．831 ．800 ．26
　　　　　d26
．6％脚　52．OO　　　　　I 8，000 ．35

RlO　　　5．40　　24．40　　 23．530 ，90　　　54．235 、771 、630 ．2243 ，8％：　52．477 ．530 ，39
　　　　
Rl21　 1．23　　　1

8．OD 　　37．972 ，62　　　　49，83　　　　10．　171 、60D ．384 ．O％：　51．87　　　　1 8，130 、40
　　　　
Rl4：　 5．03　　22．33　　20，635 ．73　　 54．735 、272 、000 ．20

　　　　　　
47．5％1　53．90　　　　　1 6．100 ．38

R15 ：　 6．33 　　22、63 　　24．603 ，10　　　56，673 、331 ．330 ．1367 、5％：　54．DO6 ．000 ．40
　　　ロ
Rl61　　5，60　　26，IO　　 20，70　　　1 D．60　　　54．OO6 ．002 ．000 ．14 　　　　　　

78．4跖1　50、27
　 　 　 　 　1

9．730 ．65

L21　15．27　　　2B．OO　　　11．371 ，ア0 　　　56，333 ，671 ．300 ．1072 、1％：　50，739 ，270 ，36

L3；　　4、且0　　43．90　　嚠 5．27o ．　17　　　　53．　436 、571 、600 ．2546 ，9鴨　　52．477 ．530 ．47
　　　
L71　　2，87　　47．83　　1

4．700 ．IO 　　　55．504 ．5  1．330 ．17
　　　　　　
56，8％1　5L93　　　　　1 8．070 ．39

L81　　4，13　　　45、872 ．700 ，73　　 53．436 ．571 、13D ．3  2L7 ％：　51．578 ．43O ，38
　　　　
Ll41　21．23　　28、404 ．000 ．．4e　　　54．035 ．971 ，530 ．302L7 ％：　52．337 ．670 ．38

M 3，　13　　　　55．034 ．971 ．550 ，1659 ．8％1 　51．67　　　　　1 8．330 ．43

SD ： 2，401 ．821 ，82O ．360 ．0925 ，4％：　　1，371 ．370 、D9
　　　’
Rll’　 0．OO　　　I 4．86　　　　43，　770 ，00　　　　48，63　　　　11．　371 ．60o ．37

　　　　　1−16，8％，　 1　　　　　153
．Z36 ，770 ，32

　　　’
Rl31　0．  O2 ．83　　　50．37D ，OO　　　53，205 ．80L370 ，3G

　　　　　　−9，9％】　53．906 ，lo0 ，27

Rl7：　 0．　OO　　28．97　　2L80O 『00 　　　50，779 ，232 ．57O ．429 ．1％：　53．07　　　　幽 6，930 ．46
　　　
LII　l了，83 　　30，18　　1 0．00O ．00　　 48，01　　 11．991 、070 ．48

　　　　　，−2．9％1　47．87　　　　　1 12．130 ．47

非

両
手

活

用

型

却恨

L4　 13，且3　　41、00O ．000 ．00　　　　54，　135 ，87O ．930 ．37 一7．O％：　52．137 ．870 ．35
　　　
L51　49，2了　　1 0．OOO ．00D ，00　　49，27　　　10．731 ．60o ，476 ．8％：　47、83　　　　嚠 12．17o ．5 
　　　
L61　20・90　　30・67O ．000 ．00 　　　51．578 ，431 ．900 ．32

　　　　　
6．3％1　51．50　　　　1 8，500 ．34

L9　　35，53　　　15，271 ．87O ．00　　　　52，677 ．331 ．4Go ，353 ．4％1　52．237 ，770 ．36
　　　　
LIDI　 O．67　　47．83　　　1

O．00U ，00　　　48．50　　　11．50L ．700 ，53
　　　　　1−1，4％1　48．83　　　　　1 11．170 ．52

　　　　
Lll：　42．739 ，900 ．00D ，00　　　　52，637 ．372 ．600 ，28

　　　　　
6．7％1　55．20　　　　嚠 4，800 ．30

L12 ：　48．943 ，66O ．000 ，00　　　　52．607 ．402 ．OOo ．3417 ．6％：　53、106 ．go0 ．41
　　　　
Ll31　50．53　　　1

1．03O ．00D ，　00　　　　　51，　578 ．431 ．630 ．34
　　　　コ
2，9％・　53．40　　　　1 6，600 ，35

Ll5：　10．10　　43．07O ．000 ．00　　　　53．　176 ，831 ．了30 ，3223 ．2％：　53．336 ，670 ．42

Ll61　10．9了　　41．OOO ．00D ．OO　　　51．978 ，032 、03O ，387 ，4％：　53．436 ．570 ．・11

ー、 0．00　　　　51．338 、671 ．720 ，38
　　　　ド
3，2％ 1　52．e8　　　　」 7，920 ．39

SDI O．OQ1 ．911 ．910 ．460 ．07lO ．1％1　 2，212 ．210 ．07

）1

）
　
）

23

両手 読み で は，左 手の み，両 手併行，右 手 読み，同時 読み の 和 が 読書時 間 で あ り ，非 読書 時間 は60秒 か ら読 書時 間を

差 し引 い た時 間 で ，用紙 を表 面か ら 裏面に 裏返 す 時間 を 含ん で い る ．

1行 あ た り非 読 苦時 間 とは 、表面 1行あ た り の非 読書時 間 を示す．

減少 率 と は ，両 手 と読 速度 の 速 い 手 に お け る1行 あ た り非読 書時 問 を比較 した もの で ，

減少 率＝（速 い 手 の 非読 書時 間
一
両 手 の 非 読 書時 間）／速 い 丁．の 非 読 書時 閊 × 100

次式 に よ り求 めた．
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Fig．1 利 き手 ・非利 き手別に見 た 1行あた り非読書時 間と片手読速度の 関係

■

　　　　 口

　　　　　 匚］曁、

■ 利 き手

ロ 非利 き手

一
線形 近 似 （利き 手）

……・線形 近 似 （非利 き手）

　　　　　陶
⊂］　　 　 　 　 　 　 騒

y ＝−554．57x ＋ 130．57
　　 　 R2 ≡0．696

　 　　 　 　　 　 y
＝−46722x ＋ 168．73

丶

　　 ロ　　　 R・．o，480　　、

圃〔コ

、一、噛、、
　

丶
眉

．　　　　駟　　圏

高 で、 もう 1 人 も非両手活用型 の 中で 最 高 の

392文字で あ っ た 。 非利 き手 で は L 型 で非両手

活 用 型 の 0．30秒 で 、そ の 読 速 度 は 330文 字で

あ っ た 。

一方、非読書時間が 1秒を超えた の は

4 人 で あ っ た 。 1 人 は 非利 き手 に よ る 1．09秒 、

3 人 は利 き手 に よ る 1．14秒 、 L65秒、2．33秒 で

あっ た 。

　 （3）読速度の 速 い 手 と遅 い 手お よび両手読み

に よる非読書時間の 比較 ：次 に読み の 速い 手と

遅 い 手 、 両手読み の 1行あた り非読書時間を比

較 した （Fig ．2）。 右手が 速い 対象者 は B 型 2 人

と R 型 17人 の 19人で あり、左手 が 速か っ た の

は、B 型 1人 とL 型 16人 の 17人 で あ る 。 速 い

手の 非読書時間 の 平 均値 は 0，41秒 （SD ＝ 0．08）

で あ っ た の に 対 して 遅 い 手 は O．74秒 （SD −

0．37）、 両手読み では 0．24秒 （SD −0．14）で あ り、

1要 因参加者 内分散分析の 結 果、群の 効果が有

意で あ っ た （F （2
，
70）＝ 51．31

， p＜．01）。　 LSD 法を

用 い た多重比較 の 結果 、 速 い 手の 非読書時間は

遅 い 手よ り有意 に小 さく、 両手の 非読書時間は

速 い 手 と遅 い 手 よ り有意 に小 さか っ た （MSe ＝

0．044
， p＜ ．05）。 また、両 手を使用す る こ と に よ

る非読書時間の 平均減少率は 38．5％ （SD ＝36．4）

で あ っ た 。 減少率が 最 も大 きか っ たの は B 型

B2 の 100％ で 、速 い 手に よる片手読 み 0．42秒 に

対 し 、 両手 読み で は 0秒 とな っ て い た 。 36人

中の 31人 （86．1％）が減少 して い たが、減少率

が 負数を示 した もの
、 す なわ ち両手読 み の 非読

書 時 間 が 片 手読 み を 上 回 っ た も の が 5 人

（13．9％）い た 。

　 （4）両手活用型 と非両手活用型 に よる非読書

時間の比 較 ： さ らに両手 と速い 手の 非読書時間

に つ い て、対象者を両手活用型 と非両手活用型

に分 けて 比較 した結果 をFig．3に示 した 。 速い

手に よ る 1 行あた り非読書時間 の 平均値 は両手

活用型 （22人）が 0．43秒 （SD ・・O．09）で あ り、非

両手活用型 （14人 ）で は 0．39秒 （SD −O．07）とそ

の 差 は小 さ か っ た が 、 両 手読み で は そ れ ぞ れ

0，16秒 （SD・・O．09）と0．38秒 （SD ＝0．07）で あ り、

平均減少率は両手活用型 が 59．8％ 、非両手活用

型 が 3．2％で あ っ た 。 非読書 時間 に つ い て 、手

の 型 （両手活用型 と非両手活用型 ）x 読み方 （速

い 手 と両手）の 分散分析 を行っ た結果、交互作

用が 有意で あ っ た （F （1，
34）＝39．36，p〈 ．01）。 読

み 方別 に手 の 型 の 単純主 効果 を検 定 した とこ

ろ、速 い 手に有意差 はなか っ た （F （1，34）＝・1．33
，

p＞ ．10）が 、 両手にお い て 1％水準で有意で あっ

た （F（1，34）；51．95， p〈 ．Ol）。 また、手の 型別 に

読み方 の 単純主効果 を検定した とこ ろ 、 両手活

用 型 で は 1％ 水 準で 有意 で あ っ た （F （1，34）
＝・88．51

， p〈 ．01）が、非両手活用型 に有意差 は な

か っ た （F （1，
34）＝・O．29，p＞ ．10）。

　 2 ．両手読みにお ける同時読み

　（1）両手読み に観察 され た手 の 使い 方 ：Fig．4
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時

1．2

LO

0．8

間　0・6

莎）
　0，4

0，2

0．0
速い 手 遅い 手 両 手

Fig．2　両手読み と読速度 の 速 い 手 ・
遅 い 手の 1行あ た り非読書時間 （N ＝36）

0．6

0．5

時　 0・4

間

　 　 0，3
莎）

0．2

0．1

0．0
速 い 手 両 手

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 使用 した 手

Fig．3　両手活用型 と非両手活用型別 に見 た 1行 あた り非読書時間

に最 も読速度の 速 か っ た対象 者 R1 の 両手読み

で観察され た手の 使い 方を、課題文の 第 1段落

8 行 目まで 示 した。左 手の み は細実線、両手併

行 は太実線 、 右手の み は点線の 下 線 を付 して表

示 した 。 1行 目は両手 を揃 えて読み 始め る よ う

に指示 をした の で 両手併行で 行頭 1 分節を読ん

だ後、左右の 手が 分か れ、残 りを右手の み で読

んで い た 。 その 間に左 手は 2 行 目行頭 に移動す

るが 、右手が行末を読み 終える以 前に左手が読

み 始め る とい う左右 の 手 で 別 の 文字列 を読 む

「同時読み 」が 表れた こ とに特徴 があ る。 図 中

の 楕 円で 示 した部 分が 同時読み で、2行 目か ら

7行 目まで 連続 して 観察 され た 。

　そ こ で 36 人そ れ ぞ れ の 60秒間にお け る手の

使 い 方の 分析 結果 を Fig．5に 示 した。「左 手」、

「両手併行」、「右 手」 そ して 「同時読み 」の 合
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Fig．4　両手読み に観察さ れ た手の使い 方 （対象者Rl ，○を付 した部分が同時読み）

計時 間が 「読書時間」で あ り、制 限時 間 60秒

か らこれ を差 し引 い た 時間が 「非読書時 間」 で

ある 。 なお対象者全員が裏面 まで読み進めたの

で 、 非読書時間に は課題文 を表面か ら裏面 へ 裏

返す時 間が含 まれ て い る 。 図上段は、左手 ・両

手併行 ・右手 に よる読み方が 現れ る両手活用型

の 22人 （B 型 3 人，R 型 14人 ，　 L 型 5 入）、 下段

は こ れ らの
一

部 しか 現 れ な い 非両 手活用型 の

14人 （R 型 3 人 と L 型 ll人）の 結果で あ る 。 読

書時間の 最高は両手活用型 B2 の 58．40秒で、最

低は非両手活用型L1 の 48．01秒で あ っ た 。 また

図右側 に示 した■は同時読み が観察され た時間

を示 すが 、 両手活用型 で は 22人 全員 に現 れ た

が 、非両手活用型で は 1 人 も現れ なか っ た 。 両

手 活用 型 22名 の 同時 読 み 平 均 時 間 は 3．13秒

（SD ＝2．40）で 、 最大 は R7 の 9．33秒、次 い で 両

手読 速度 が最速 の R1 の 7．63秒 で あ り、5 秒 を

超 えたの は こ の 他 に R2 とRl4 の 4人 で あ っ た 。

最小 は L7 の 0．10秒であっ た 。

　 （2）同時読み と両手の 利得 ：次に 両手活用型

の R 型 14人 とL 型 5 人 との 同時読み時間 を比 較

した （Fig．6）。　R 型 の平均 4．12秒 （SD ＝2．33）に

対 して 、L 型で は 0．62秒 （SD＝0．58）と小 さか っ

た 。 こ こ で 、 両者 の 平均値 の 差 の 検定 を行 っ

た 。 分散 の 大 きさが等質 と見なせ なか っ たの で

（F（13，4）− 13．73，p〈 ．05）、　 Welch の 方 法に よ る

t検定を行 っ た 。そ の 結果 、 両者の 差は有意 で

あ っ た （t（17）＝4．94，p＜ ．01）。　L 型 の 行末 を読 む

右手読み の 時 間に着 目す る と 、 1L4秒 を示 した

対象者 L2 を除 く 4 人は 2．7〜 5．3秒 と短か っ た 。

こ の 4 人は両手活用型で は ある が、行末近 くま

で両手を並行させ る読み方 を して お り、右手読

み は行末に わずか にみ られ ただ けで あ っ た 。 ま

た B2、　 R1 、
　 R2 、

　 R6 、
　 R7 、

　 R8 、
　 R14 の 7 人は 同

時読み 時間が非読書時間を超えて い た 。 同時読

み の 長 さ と両手の 利得 （R2HG ）との 関係 を検

討 した結果、相 関係数は r＝．263で 、無相関が否

定 で きなか っ た （F （1，20）＝1．48，p＞ ．10）

N ．考察

　 1 ．非読書時間

　 （1）制限時間に 対する 非読書 時間の 割合 ：60

秒 の 制限時間の うち 、 非読書時間の 割合 はい ず

れの 読 み方 も 10％ を超 えて い た 。 両 手読み に

よ る 非読書時間6．41秒に は裏返 し時間 の 1．62秒

が含まれ る の で、これ を差 し引 い た時間 は 4．79

秒 と な り、60秒に対す る割 合は 7．98％ となる 。

過去の 文献で は Holland　and 　Eatman （1933）が非
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両手活用型

　（22人）
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　 （14人）

1231234567890245623784BBBRRRRRRRRR11111LLLLl　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

RRRRhR

　

　

　

　

L

13714569012356111LLLLL111111RRR

　

　

　

　

LLLLLL

o

ロ左 手　　za両 手併行　　口 右 手　　■ 同時読み

10 20 30 40

国 非読書時間

　 　　 （sec ）
50　　 　　　 60

Fig．5　対象者別 に見た両手読み の 手 の 使 い 方

読書 時間の 割合 を 6 〜 7％ と報告 して い る 。 当

時 とは記録機器の 精度や 測定方法が異 なる の で

単純 に比較 で きない が 、 こ れ に近 い 値 とな っ た 。

　とこ ろで 、 片手読みの 非読書時間 の 割合は読

速 度 の 遅 い 手 の 10．3％ に 対 し て 、速 い 手 は

13．6％ と高か っ た。こ れは同時 間で 多 くの 行を

読め ば行移 し動作の 回数 も多 くなる こ とに よる

もの で ある 。 以下で は 1行あた り非読書時 間を

比較 した 。

　（2） 片手読み の 1 行あた り非読書時 間 ：「運

動機能 に優 れ た 利 き手が 行移 し動作 も速 い の

で 、点字読み は利 き手が 良 い 」 と強 く主張 した

対象者がい た 。 しか し利 き手 と非利 き手の 非読

書時間 に有意差 は なく、 しか も非読書時間が 長
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Fig．6　両手活用 型 の R 型 と L型 に お ける 同時読み 時間の 比較

く、 1秒 を超 え た 4 人 の うち 3 人 は 利 き手 で

あっ た 。 Millar（1997）とIttyerah（1993）は 「点

字読 み に使用 する手は利 き手 とは全 く関係がな

い 」 と述べ て い るが、点字 を読む手 と利 き手の

関係を論ずるた め に は 、 読速度 と非読書時 間の

2 つ の 観点か ら の 検討 が 必 要で あ る 。 牟田 口

（1999）は 、 R型 とL 型の 対象者の 速 い 手に よる

片手読速度間に有意差 はな い こ とを指摘 し て い

る 。 さらに非読書時間に も関連が なか っ た と い

う本結果か ら、点字を読む手 と利 き手 との 関係

性は 薄 い こ とが 示唆され た 。 さら に 読速 度の 速

い 手は遅 い 手に比 べ て 非読書時問が有意に小 さ

い とい う結果を見る と、片手読み の 非読書時間

を規定す るの は読速度の 速 い 手の使用で ある と

言 える 。 こ の よ うに非利き手で あ っ て も読み の

速 い 手の 非読書時間が 小 さ くなっ たの は 、 日常

的に繰 り返 され る行移 し運動 に よ っ て獲得 され

た熟練 の成果で はな い か と考える 。

　 （3）両手読みの 1 行あた り非読書時間 ：で は

両手 を使 うこ とに よっ て 非読書時間は どの程度

減少する の か 。 速 い 手に よる片手読み と比較す

る と、速 い 手の 非読書時間の 平均が 0．41秒に 対

し て 両 手読み で は O．24秒 で 、 平 均 減 少 率 は

38．5％ とな っ た 。 こ の 数値 は 、 両手読み の 効率

を定量 的に示 して い る と考 えられる 。 さらに両

手活用型 と非両手活用型 別で は 、 非両手活用型

は 3．2％ しか効 率が上が らな い が、両手活用型

は 59．8％ と大 きく、非読書時間 は半分以 下 に減

少す る とい う両者の 相違 も明 らか にな っ た 。 牟

田 口 （2012）は両手活用型 の 対象者 に は非両手

活用型 よ り両手 の 利得 （R2HG ）が有意 に大 き

な値 を示す こ とを指摘 して お り、本研究の 結果

と合わせ て 考える と、そ の 理 由 とし て 非読書時

間が小 さ い こ とが挙げられ よう。

　また点字指導書 （文部科学省 ，
2003）に 、 「左

手で 行頭部分と次の 行へ の 移 りを受け持 ち 、 右

手で 行の 後半を引 き継 い で 受け持 て ば 、 次の 行

に移るた め に要する時間は全 くな くなる」 との

記述が ある 。 こ の 読み方 は理論 的にあ り得る と

考 えて い たが、B 型 の 対象者 B2 に計測 され た

非 読書 時間の L60秒は裏返 し時間の み で あ り、

両 面全 て の 行間で非読書時間 は全 く測 定 され

ず、筆者 自身初め て 経験 した対象者で あ っ た 。

こ の対象者の 読み方こそ最 も効率的で 理想的な

読み方と言えよ う。

一方 、 非両手活用型対象者

の 非読書時間の 減少率は ば らつ きが 大 き く、負

数を示す もの もい た 。 非両手活用型 で は読速度

の 遅 い 手だけを使用する読み 方が観察され な い

こ とが 共通 して お り、彼 らの 両手の使 い 方 は速

い 手に よる片手読み の 行移 し動作 と変わ りが な
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い こ とに よる もの と推察され る 。

　 2．両手読み に よる同時読み

　両 手読み で は右手が 前の 行の 終わ りを まだ

読んで い る 間に 、 左手が次の 行を読み始め る と

い う 「同時読み 」は、以 前か ら多くの 研 究者

（Bertelson　at　eL
，
1985；BUrklen，1932；Foulke

，

1982；　Kusajima ，
1974；黒川 ，ユ987）が報告 して い

る 。 本研究で も22 人に 観察 された が、すべ て両

手活用型の 対象者 で、非両手活用型 には 1 人 も

観察されなか っ た 。 これ は両者の 定義に照 らせ

ば 当然の結果で あ る 。 さらにその 時間は R 型の

4．12秒 に対 して L 型 は 0．62秒 と短 く、 その 差 は

有意で あ っ た。そ の 理由 に つ い て 、L 型 4 人 の

右手読 みは行末に わ ずか に観察されただ けで 、

この 読み方で は左手が次の 行頭に到達するの が

遅れ 、 行頭で待機で きる時間が短 くなる 。
こ の

こ とが L型に 同時読み 時間を短 くさせ た の で は

ない か と推察される 。 なお、こ の 結果に つ い て

は対象者が 少な く、また L 型の 同時読み 時間の

分 散 は R 型 に 比 べ て 有意 に 大 きか っ た こ とか

ら、対 象者 を増や した 上で の さらなる検討が必

要で ある。 また 同時読み 時間が非読書時間を超

えた 7 人 は ロ ス タ イ ム が 全 く無 い こ とにな り、

同時読み時間が 長い ほ ど両手の 利得 （R2HG ）も

大 きい の で は な い か と予想 したが 、 両者に相関

は見 られなか っ た 。

　 とこ ろで こ の 同時読み に は まだ議論す べ きこ

とが ある 。 それは 、 左右の 手が 同時に 異 なる文

字列上 を動い て 見 えて は い るが 、本当に右手が

読ん で い る時 と同 じ瞬間に左手が 別の 箇所 を読

ん で い る とい うパ ラ レ ル 入力 （黒川，1987）で

ある 。 Bertelson　and 　Mousty （1989）と Bertelson

at　el．（1985）は これ を支持 し、我 が国で は黒川

（1987）が そ の 可 能性 を 示 唆 し て い る。一方

Millar（1987，
　1989

，
1997）は パ ラ レ ル に見 える の

は両 手間の 機能が すばや く断続的 に交替 して い

る こ とに よ る もの と こ れ を強 く否定 して い る 。

本研 究の 方法は 目視に よる時間測定であ り、こ

れ らに つ い て 言及で きる精密 なデ ータ とは言 い

難い 。 こ れ に つ い て は、Hughes （2011）が新た

な測定法 を提案 して お り、今後の 課題で ある 。
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               Hand  Moyements  in Braille Reading by Ski11ed Readers

-  Inyestigation of  Non-reading  Time  and  Simultaneous Reading Using Image Analysis -

TatsumiMUTAGUCHI

  Non-reading time that occurs  when  transferring from one  line to the next  in Braille reading  was

analyzed  in 36 skilled braille readers, Non-reading time was  shown  to account  for more  than 10% of

total reading  tirne (60 sec).  The  average  non-reading  time  per line in one-handed  reading  was  O.63 sec

with the dominant hand  and  O.52 with  the non-dominant  hand, which  was  not  a significant difference.

However,  it was  O.74 sec  with  the slower  reading  hand  compared  with  O,41 sec  with  the  faster reading

hand, which  was  a  significant  difference. The average  non-reading  time was  O.24 sec with  two-handed

reading,  a decrease of  38,S% compared  with  O.41 sec  with  the faster reading  hand. Furtherrnore, the

average  non-reading  time per line was  O.16 sec  in subjects  who  used  a  two-handed  type of  reading  in

which  the left hand  reads  the start ofa  line, both hands together read  the  middle  ofa  line, and  the right

harid reads  the end  of  a  line (22 people), and  O.38 sec in subjects  who  used  a non-two-handed  type  of

reading  in which  this was  only  partially observed  (14 people). The difference between the two was

significant.  In addition,  
"simultaneous

 reading"  in which  the left hand reads  the start of  the next  line

while  the right  hand is reading  the end  of  the preceding line was  observed  in only  some  of  the two-

handed readers, The time per line was  significantly longer among  the right hand  type  readers  (4.12 sec)

than the left hand  type readers  (O,62 sec),  but there was  no  correlation with  the benefit ofboth  hands.

Key  words:  Braille reading  speed,  skirled  braille readers,  hand movements,  non-reading  time,

         simultaneousreading
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